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安堵町長 西本 安博

安堵町豊かなまちづくりビジョン

ひと・まちが輝き 生涯快適に暮らせるまち

安堵町歴史民俗資料館（旧今村邸）



まちの紹介 安堵町ってどんなまち？

面 積：4.31㎢

人 口：7,401人

高齢化率：33.0%

世帯数：3,520世帯
（令和元年８月1日現在）

2



まちづくりの理念

個性輝く人が育ち、活躍するまち

心うるおう ふれあいのまち 人・ものが集う ときめきのまち

近代陶芸の巨匠「富本憲吉」や奈良県再設置の立役者「今村勤三」
の出身地。輝く人材を輩出した歴史文化のある地域資源を生かし
た人材育成

様々な世代や環境の人々との交流を通して、
人と人とが優しさをもち支え合う雰囲気の醸成

既存のインフラを生かし、それに付加価値を
与え、ひと（企業）・ものが行き交う拠点

ひと・まちが輝き 生涯快適に暮らせるまち
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まちづくりビジョンを達成するための基本目標

基本目標１
安堵町で生き生きと働ける環境づくりを創出
する

基本目標４
安堵町と近隣市町が連携し、快適便利な都市圏を
創造する

基本目標３
「安堵町で新生活を始めたい、いつまでも暮ら
したい」と思われる魅力あるまちをつくる

基本目標２
地域資源を活かした交流を通じ、特色ある安堵
町をつくる

・企業立地の推進
・雇用の創出
・創業起業就業支援
・シニア世代の技術の活用

など

・まちの魅力の発信
・町指定無形文化財「灯芯ひき」の保存
・関係人口の増加

など

・妊娠、出産、子育ての切れ目のない支援
・児童生徒の基礎学力の定着
・安心して子育てができる環境の整備
・文化とのふれあいによる道徳教育の推進

など

・道路網の整備等
・交通弱者の移動手段の確保
・災害に強いまちづくり
・交通安全、犯罪ゼロのまちづくり
・ごみの減量化、共同処理

など
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これからのまちづくりに向けて①

・イノベーション ～企業立地による活力あるまち～

「しごと」づくり＝企業立地による雇用創出、地域経済の活性化

既存の工業団地

繊維業機械業・鉄鋼業など
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これからのまちづくりに向けて①

・イノベーション ～企業立地による活力あるまち～

「しごと」づくりへの着手＝企業立地による雇用創出、地域経済の活性化

大和まほろばスマートインターチェンジ 6



これからのまちづくりに向けて①

・イノベーション ～企業立地による活力あるまち～

「しごと」づくりへの着手＝企業立地による雇用創出、地域経済の活性化

近年誘致した事業所

物流業日用品量販店
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企業誘致による産業の活性化と雇用の創出

これからのまちづくりに向けて①

企業誘致進行中の工業用地 8



これからのまちづくりに向けて②
・地域コミュニティ ～個性輝く人が育ち、活躍するまち～

個性を発揮し、各分野で輝いた安堵出身の偉人

今村 勤三 富本 憲吉 今村 荒男

奈良県再設置の立役者
政治・企業のリーダー
初代奈良県議会議長

日本陶芸の巨匠・人間国宝
模様のパイオニア
文化勲章受章者

結核の撲滅に尽力
医学博士
文化功労者
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これからのまちづくりに向けて②
・地域コミュニティ ～個性輝く人が育ち、活躍するまち～

こども向け安堵偉人列伝 アニメーションDVD

安堵偉人列伝は、小・中学生に配布。
アニメーションＤＶＤは、授業で上映。

安堵の偉人調査を実施、安堵風土
記を改訂し、偉人の功績を知の系
譜として新たに発行。
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これからのまちづくりに向けて③
これから、いつまでも安堵町で暮らしたい

乳幼児健康診断ファミリークラス

妊娠期 出産期 産後
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これからのまちづくりに向けて③

これから、いつまでも安堵町で暮らしたい

学童保育子育て広場

子育て期
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これからのまちづくりに向けて③

これから、いつまでも安堵町で暮らしたい

子育て期

認定子ども園 安堵こども園 13



これからのまちづくりに向けて④
・ダイバーシティ ～美しく誰もが住みやすいと感じるまち～

快適で心地よい日常空間の創出＝公共交通の整備

コミュニティバスの運行 タクシー助成事業

14



これからのまちづくりに向けて④
・ダイバーシティ ～美しく誰もが住みやすいと感じるまち～

快適で心地よい日常空間の創出＝道路・交通網の整備

国道
県道

治水ゾーン

歴史文化ゾーン

準工業ゾーン

法隆寺

法隆寺IC

大和まほろばSIC

法隆寺駅

文化観光館「四弁花」
飽波神社

来訪者用駐車場 富本憲吉生家
（現 うぶすなの郷TOMIMOTO）
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これからのまちづくりに向けて④
・ダイバーシティ ～美しく誰もが住みやすいと感じるまち～

快適で心地よい日常空間の創出＝道路・交通網の整備

町を南北を結ぶ県道大和郡山広陵線 町を東西に結ぶ都市計画道路安堵王寺線
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これからのまちづくりに向けて④

・レジリエンス ～災害に備え、災害に強いまち～

富雄川

岡崎川

大和川
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これからのまちづくりに向けて④

・レジリエンス ～災害に備え、災害に強いまち～

富雄川

岡崎川

大和川

浸水区域
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これからのまちづくりに向けて④

・レジリエンス ～災害に備え、災害に強いまち～

平常時 浸水時
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これからのまちづくりに向けて④
・レジリエンス ～災害に備え、災害に強いまち～

※国土交通省資料台風21号関係抜粋
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ＳＤＧｓ × Society5.0
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まちづくりビジョンを達成するための基本目標

基本目標１
安堵町で生き生きと働ける環境づくりを創出
する

基本目標４
安堵町と近隣市町が連携し、快適便利な都市圏を
創造する

基本目標３
「安堵町で新生活を始めたい、いつまでも暮ら
したい」と思われる魅力あるまちをつくる

基本目標２
地域資源を活かした交流を通じ、特色ある安堵
町をつくる

・企業立地の推進
・雇用の創出
・創業起業就業支援
・シニア世代の技術の活用

など

・まちの魅力の発信
・町指定無形文化財「灯芯ひき」の保存
・関係人口の増加

など

・妊娠、出産、子育ての切れ目のない支援
・児童生徒の基礎学力の定着
・安心して子育てができる環境の整備
・文化とのふれあいによる道徳教育の推進

など

・道路網の整備等
・交通弱者の移動手段の確保
・災害に強いまちづくり
・交通安全、犯罪ゼロのまちづくり
・ごみの減量化、共同処理

など
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ご清聴ありがとうございました

ひと・まちが輝き 生涯快適に暮らせるまち
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